
世
界
の
農
業
政
策
研
究
所
と
行
政
・
大
学
と
の
連
携
に
つ
い
て 

　
　
　
―
第
8
回
世
界
農
業
政
策
研
究
所
長
会
議
の
概
要
報
告
― 

農
林
水
産
政
策
研
究
所
長
　
小
西
　
孝
蔵 

　
本
年
6
月
10
日
〜
11
日
に
第
８
回
世
界
農

業
政
策
研
究
所
長
会
議
（
グ
ロ
ー
バ
ル
ク
ラ

ブ
会
合
）
が
米
国
シ
カ
ゴ
で
開
催
さ
れ
、
日

本
か
ら
は
小
西
が
出
席
し
た
。
同
会
議
は
、

２
０
０
０
年
に
設
立
さ
れ
、
毎
年
一
回
、
各

国
の
農
業
政
策
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
い

る
政
府
系
研
究
機
関
の
運
営
状
況
や
組
織
の

あ
り
方
、
当
面
の
重
要
研
究
課
題
等
に
つ
い

て
議
論
し
て
い
る
。
 

　
当
政
策
研
究
所
に
お
い
て
は
、
本
年
度
か

ら
行
政
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
た
政
策
研

究
の
推
進
に
向
け
、
課
題
設
定
や
研
究
実
施

に
お
け
る
行
政
部
局
と
の
連
携
の
強
化
を
図

る
と
と
も
に
、
よ
り
一
層
機
動
的
な
対
応
が

可
能
と
な
る
よ
う
グ
ル
ー
プ
・
チ
ー
ム
制
へ

移
行
し
た
。
今
回
の
世
界
農
業
政
策
研
究
所

長
会
議
に
参
加
し
た
8
カ
国
の
各
研
究
所
に

お
い
て
も
、
行
政
が
直
面
す
る
政
策
課
題
に

対
応
し
た
調
査
研
究
の
推
進
を
図
っ
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
の
認
識
の
下
、
行
政
と
の
連

携
や
評
価
の
方
法
、
研
究
体
制
等
で
様
々
な

取
組
を
実
施
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
取
組

は
、
今
後
の
農
林
水
産
政
策
研
究
所
の
運
営

等
を
考
え
る
上
で
も
大
変
参
考
に
な
る
の
で
、

ご
紹
介
し
た
い
。
 

 
 
 

1
　
各
研
究
機
関
の
 

　
　
類
型
別
組
織
形
態
 

 　
主
要
各
国
の
政
府
系
研
究
機
関
（
社
会
科

学
系
）
の
組
織
・
運
営
形
態
の
あ
り
方
を
見

る
と
、
特
に
行
政
と
大
学
と
の
関
係
に
お
い

て
、
大
き
く
分
類
し
て
次
の
３
つ
の
形
態
に

分
か
れ
て
い
る
。
 

 （１）

第
一
の
形
態
は
、
行
政
機
関
の
直
轄
と

な
っ
て
い
る
研
究
機
関
で
あ
る
。
行
政
部
局

と
の
連
携
の
仕
方
は
各
研
究
機
関
に
よ
っ
て

若
干
異
な
っ
て
は
い
る
が
、
ア
メ
リ
カ
（
米

国
農
務
省
経
済
研
究
局〈
E
R
S
〉）
、
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
、
ス
イ
ス
、
ド
イ
ツ
は
、
行
政
機
関

直
轄
の
研
究
所
と
し
て
、
行
政
と
研
究
の
強

い
連
携
を
求
め
ら
れ
、
行
政
ニ
ー
ズ
に
い
か

に
的
確
に
応
え
る
成
果
を
出
す
か
が
最
大
の

課
題
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
E
R
S
が
代
表

的
な
機
関
な
の
で
簡
単
に
紹
介
し
て
み
た
い
。
 

 （
E
R
S
の
取
組
） 

●
E
R
S
は
U
S
D
A
の
政
策
ニ
ー
ズ
に
的

確
、
タ
イ
ム
リ
ー
に
応
え
る
べ
く
、
次
の
よ

う
な
取
組
を
通
じ
て
政
策
部
局
と
強
く
連
携

し
て
お
り
、
E
R
S
の
研
究
活
動
は
、

U
S
D
A
内
は
も
ち
ろ
ん
米
国
政
府
、
経
済

界
、
農
業
界
か
ら
も
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
 

　
①
分
野
別
、
品
目
別
、
国
別
に
専
門
的
知

識
を
有
す
る
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
（
２
０
０

人
強
）
を
配
置
し
て
、
政
策
ニ
ー
ズ
に

機
動
的
に
対
応
す
る
体
制
を
確
保
 

　
②
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
新
た
な
行
政
課

題
に
対
応
し
た
研
究
テ
ー
マ
の
設
定
と

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
編
成
 

　
③
U
S
D
A
政
策
部
局
に
よ
る
個
別
研
究

ご
と
の
評
価
の
実
施
 

●
E
R
S
は
、
U
S
D
A
の
他
の
研
究
機
関

と
同
様
、
国
の
研
究
予
算
や
交
流
人
事
を
通

じ
て
い
わ
ゆ
る
ラ
ン
ド
・
グ
ラ
ン
ト
・
カ
レ

ッ
ジ
と
呼
ば
れ
る
大
学
と
密
接
な
研
究
交
流

を
行
っ
て
い
る
。
１
０
０
年
に
も
及
ぶ
歴
史

的
経
緯
が
あ
る
わ
け
だ
が
、
地
域
の
農
業
者

に
開
か
れ
た
研
究
・
普
及
・
教
育
機
関
で
あ

る
ラ
ン
ド
・
グ
ラ
ン
ト
・
カ
レ
ッ
ジ
を
通
じ

て
、
そ
の
時
代
、
そ
の
地
域
の
実
態
に
沿
っ

た
研
究
成
果
が
U
S
D
A
の
政
策
に
反
映
さ

れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
　
 

　
な
お
、
今
年
度
は
、
２
０
０
７
年
農
業
法

の
審
議
に
際
し
、
U
S
D
A
傘
下
に
あ
る
農

業
科
学
研
究
機
関
（
A
R
S
）
や
E
R
S
を

含
め
現
行
の
研
究
機
関
の
再
編
統
合
を
行
う

こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
去
る
７

月
末
下
院
を
通
過
し
た
新
農
業
法
案
の
中
に
、

６
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

環
境
、
食
品
の
安
全
、
動
物
検
疫
、
植
物
検

疫
、
農
業
技
術
、
農
業
経
済
）
を
担
当
す
る

研
究
所
を
統
括
、
調
整
す
る
国
立
農
業
研
究

プ
ロ
グ
ラ
ム
・
オ
フ
ィ
ス（N

ational 
A
gri-

cultural R
esearch P

rogram
 O

ffice

）
を

設
立
す
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、

今
後
上
院
案
と
の
調
整
を
経
て
、
最
終
的
に

ど
の
よ
う
な
決
着
を
見
る
の
か
注
目
し
た
い
。
 

 （２）

第
二
の
形
態
と
し
て
、
各
国
の
研
究
所

の
中
に
は
従
来
の
行
政
機
関
直
轄
で
は
な
い

大
学
等
の
組
織
に
移
行
す
る
も
の
も
み
ら
れ

る
。
例
え
ば
、
オ
ラ
ン
ダ
や
デ
ン
マ
ー
ク
に

お
い
て
は
、
近
年
大
学
と
統
合
し
て
い
る
。

オ
ラ
ン
ダ
で
は
2
0
0
4
年
か
ら
、
農
業
経

済
研
究
所（
L
E
I
）
を
含
め
た
自
然
科
学
系
・

社
会
科
学
系
の
研
究
機
関
と
ワ
ー
ゲ
ニ
ン
ゲ

ン
大
学
と
が
統
合
し
、
ワ
ー
ゲ
ニ
ン
ゲ
ン
Ｕ

Ｒ
と
い
う
新
し
い
研
究
・
教
育
機
関
が
誕
生

し
た
。
市
場
志
向
・
顧
客
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
運
営
を
し
つ
つ
、
欧
州
の
代
表
的
研
究
教

育
機
関
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
ま

た
、デ
ン
マ
ー
ク
に
お
い
て
は
、２
０
０
７
年

海外調査 
報告① 



に
す
べ
て
の
政
府
系
研
究
機
関
が
大
学
の
内

部
組
織
と
し
て
再
編
さ
れ
、
食
料
経
済
研
究

所
も
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
学
の
ラ
イ
フ
サ

イ
エ
ン
ス
学
部
内
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
 

　
大
学
と
の
統
合
や
大
学
へ
の
内
部
組
織
化

は
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
行
政
対
応
研
究
の
融

合
と
い
う
視
点
に
た
っ
て
機
能
強
化
を
図
る

こ
と
に
ね
ら
い
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
他
方
、

行
政
部
局
か
ら
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
弱
ま
る

こ
と
に
つ
な
が
り
、
行
政
と
密
接
に
連
携
し

た
政
策
研
究
の
推
進
と
い
う
点
で
は
疑
問
で

あ
る
。
 

 （３）

第
三
の
形
態
と
し
て
、
独
立
行
政
法
人

の
よ
う
な
形
態
を
と
る
国
も
あ
る
。
韓
国
の

農
村
経
済
研
究
院
（
K
R
E
I
）
は
、
１
９

７
８
年
に
農
林
部
管
轄
の
独
立
行
政
法
人
に

移
行
し
、
1
9
9
9
年
に
自
然
科
学
、
社
会

科
学
等
の
他
の
研
究
機
関
同
様
、
総
理
府
傘

下
の
研
究
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

研
究
資
金
は
、
学
識
研
究
者
か
ら
な
る

R
esearch C

ouncil

（
研
究
会
議
）
の
監
督
、

評
価
を
経
て
政
府
か
ら
競
争
的
交
付
金
を
受

け
る
と
と
も
に
、
政
府
外
か
ら
も
積
極
的
に

競
争
的
な
研
究
資
金
を
獲
得
す
る
仕
組
み
を

と
っ
て
い
る
。
 

　
ノ
ル
ウ
ェ
ー
も
半
分
近
く
の
資
金
が
国
以

外
か
ら
調
達
さ
れ
て
お
り
、
独
立
行
政
法
人

に
近
い
組
織
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 2
　
ま
と
め
 

 
 
　
 

●
各
研
究
機
関
に
共
通
し
て
言
え
る
こ
と
は
、

食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
の
直
面
す
る
政
策

課
題
に
対
応
し
た
調
査
研
究
に
い
か
に
取
り

組
ん
で
い
く
か
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
中
で
も
E
R
S
は
、
政
策

と
研
究
と
の
一
体
性
を
重
視
し
た
運
用
を
図

り
つ
つ
、
行
政
部
局
等
か
ら
高
い
評
価
を
得

て
お
り
、
農
林
水
産
政
策
研
究
所
の
目
指
す

方
向
に
最
も
近
い
研
究
機
関
と
考
え
ら
れ
る
。

E
R
S
の
キ
テ
ィ
・
ス
ミ
ス
所
長
と
の
懇
談

に
お
い
て
も
、政
策
研
と
の
類
似
点
、
共
通
の

課
題
に
つ
い
て
共
感
が
得
ら
れ
、
今
後
研
究

の
交
流
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
 

 ●
我
が
国
の
場
合
、
農
林
水
産
省
と
地
方
の

国
立
大
学
と
の
関
係
は
、
U
S
D
A
と
ラ
ン

ド
・
グ
ラ
ン
ト
・
カ
レ
ッ
ジ
と
の
関
係
と
は
違

う
が
、
政
策
研
の
O
B
が
地
方
の
国
立
大
学

を
は
じ
め
多
く
の
大
学
の
教
員
と
し
て
引
き

続
き
政
策
研
と
つ
な
が
り
が
あ
る
こ
と
を
考

え
れ
ば
、
行
政
と
の
連
携
を
基
本
に
し
つ
つ
、

大
学
と
の
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て

い
く
こ
と
も
、
意
義
が
深
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 ●
政
策
研
に
お
い
て
は
、
19
年
度
か
ら
新
た

な
組
織
体
制
の
下
で
、
行
政
と
密
接
に
連
携

し
た
課
題
設
定
や
調
査
研
究
の
実
施
を
推
進

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
を
着
実
に

進
め
る
と
と
も
に
、
E
R
S
に
お
け
る
組
織

運
営
、課
題
設
定
、評
価
方
法
等
に
つ
い
て
、よ

り
詳
細
な
情
報
を
収
集
し
、
今
後
の
組
織
運

営
の
参
考
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
 

 （
参
考
１
） 

第
８
回
世
界
農
業
経
済
研
究
機
関
長
会
議
の

全
体
概
要
 

開
催
日
時
・・
２
０
０
７
年
６
月
10
日
及
び
11
日
 

場
　
　
所
・・
米
国
シ
カ
ゴ
 

（1）
参
加
国
は
、
米
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
オ
ラ
ン

ダ
、
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
韓
国
、
日
本
の
９
カ
国
と

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
事
務
局
 

（2）
主
要
テ
ー
マ
は
、
①
各
国
研
究
機
関
の
組

織
運
営
上
の
状
況
と
課
題
、
②
バ
イ
オ
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
経
済
的
分
析
、
③
Ｗ

Ｔ
Ｏ
及
び
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
現
状
と
見
通
し
 

　
②
の
テ
ー
マ
に
お
い
て
、
当
方
か
ら
、
ア

ジ
ア
に
お
け
る
バ
イ
オ
燃
料
の
状
況
と
題

し
て
、
比
較
的
情
報
量
が
少
な
か
っ
た
中

国
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
日
本
等
の
ア
ジ
ア
の

バ
イ
オ
燃
料
の
需
給
状
況
に
つ
い
て
報
告

を
し
、
世
界
の
バ
イ
オ
燃
料
需
給
と
政
策

の
議
論
に
貢
献
し
た
。
Ｅ
Ｒ
Ｓ
の
ス
ミ
ス

所
長
か
ら
米
国
の
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の

需
給
見
通
し
等
に
つ
い
て
の
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
。（
参
考
２
参
照
） 

（3）
次
回
会
合
は
、
引
き
続
き
デ
ン
マ
ー
ク
の

議
長
に
よ
り
来
年
８
月
25
日
、
26
日
、
ベ

ル
ギ
ー
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
 

 （
参
考
2
） 

米
国
の
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
需
給
見
通
し
等

（
Ｅ
Ｒ
Ｓ
報
告
等
） 

●
U
S
D
A
（
E
R
S
）
の
長
期
予
測
（
２

０
０
７
年
2
月
）
に
よ
れ
ば
、
２
０
１
６
/

１
７
（
穀
物
年
度
）
の
エ
タ
ノ
ー
ル
需
要
は
、

１
２
０
億
ガ
ロ
ン
（
31
・
７
億
リ
ッ
ト
ル
）

程
度
で
推
移
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
場
合
、
米
国
産
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
全
体
需

要
の
う
ち
、
エ
タ
ノ
ー
ル
需
要
が
総
需
要
の

31
％
（
約
1
億
ト
ン
強
）、
輸
出
需
要
が
16

％
（
約
5
千
万
ト
ン
）、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
価

格
が
3
・
3
〜
3
・
5
ド
ル
/
ブ
ッ
シ
ェ
ル
（
１

３
０
〜
１
３
８
ド
ル
/
ト
ン
）
と
さ
れ
て
い

る
。
エ
タ
ノ
ー
ル
需
要
が
ガ
ソ
リ
ン
需
要
の

7
・
5
％
に
過
ぎ
な
い
の
に
対
し
て
、
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
の
エ
タ
ノ
ー
ル
需
要
は
、
全
体
需

要
の
約
３
分
の
１
と
大
き
な
割
合
を
占
め
て

い
る
。
ま
た
、
食
料
価
格
へ
の
影
響
は
、
年

率
平
均
２
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
の
上
昇
と
予
測

し
て
い
る
。 

●
長
期
予
測
の
前
提
と
し
て
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
生
産
に
つ
い
て
、
価
格
の
高
騰
に
よ
る
大

豆
等
か
ら
の
作
付
け
転
換
に
よ
り
、10
数
パ

ー
セ
ン
ト
の
作
付
け
増
加
（
作
付
け
合
計
面

積
と
し
て
は
、
９
千
万
エ
ー
カ
ー
（
3
、
７

０
０
万
ha
）、
年
平
均
2
％
程
度
の
単
収
の

上
昇
を
見
込
ん
で
い
る
。 

●
な
お
、
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ａ
チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

に
よ
れ
ば
、
エ
タ
ノ
ー
ル
工
場
の
建
設
ペ
ー

ス
が
予
想
よ
り
速
い
ス
ピ
―
ド
で
進
ん
で
お

り
、
２
０
０
９
〜
２
０
１
１
年
に
は
、
１
２

０
億
ガ
ロ
ン
の
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
体
制
が
実

現
さ
れ
る
も
の
と
予
想
し
て
い
る
。
 

●
米
国
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
輸
出
量
の
見
方
に

は
、
U
S
D
A
と
そ
の
他
の
研
究
機
関
と
の

間
で
見
方
が
分
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
せ

よ
、
今
後
10
年
に
わ
た
っ
て
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、

大
豆
及
び
小
麦
の
在
庫
率
は
歴
史
的
に
み
て

低
い
水
準
と
な
り
、
需
要
の
価
格
弾
性
値
が

低
い
状
況
で
は
、
異
常
気
象
、
天
候
不
順
に

よ
る
価
格
・
市
場
の
不
安
定
性
が
大
き
く
な

っ
て
い
る
こ
と
は
、
一
致
し
た
見
方
で
あ
る
。
 



表　各国研究機関の比較 

（注）上の表の記述は、今時会合の出席者からの聴き取り等による。 

国　名  

米 国  
 
 
 
 
 
 
 
　 独 　  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
オ ラ ン ダ  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
デンマーク 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
スウェーデン 
 
 
 
 
 
ス イ ス  
 
 
 
 
 
 
 
ノルウェー 
 
 
 
 
 
 
 
韓 国  

組織形態 
（国営・民営） 

国営 
（ＵＳＤＡ直
轄機関） 
 
 
 
 
 
国営 
（大学との強
い連携） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大学（民営） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大学 
（半官半民） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
国営 
 
 
 
 
 
国営 
 
 
 
 
 
 
 
独法 
 
 
 
 
 
 
 
独法 

職員数  

全体で380名 
（研究者220名） 
 
 
 
 
 
 
120名＋α 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
280名 
（研究者120名） 
 
 
 
 
 
 
 
 
120名 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究者30名 
（農業経済研
究所の15名を
含む） 
 
 
230名 
 
 
 
 
 
 
 
70名 
 
 
 
 
 
 
 
150名 
（研究者100名） 

評価等  

・2002年から5年を周期
にして外部専門家によ
る研究行政についての
機関評価を実施 
・USDA政策部局による
個別研究に関する評価
を実施 
 
 
 
 
 
 

ー 
 
 
 
 
 
 
・政府関係部局を含めた
クライアント（顧客）から
研究報告に対する評価
を基に、研究所内の委
員会、大学の研究員会
議で評価を行った後、ワ
ーゲニンゲンURの理
事会及び運営会議に
報告される。 
 
・研究プロジェクトの資
金は、政府との契約に
より支払われるので厳し
く査定され、成果が求め
られる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
・毎週、定期的に行政と
密接な協議を行っており、
行政から一定の評価を
得ている。 
 
 
・コストパフォーマンス（収
入と支出）は、毎年ＦＯ
ＡＧとその上の連邦経
済省議会に報告。個々
の研究者の業績評価
を毎年の昇給に反映。 
 
 
 
 
 

ー 
 
 
 
 
・評価は、基本的には学識
研究者からなる研究会
議（Research Council）
によって行われる。 

最近の課題  

・毎年人員削減が進む中、バイオエネル
ギー等新課題に対応するため、研究テ
ーマや組織の見直しを実施。 
・2007年農業法の一環として、ERSも含
めUSDA研究機関との統合再編の動
きがある 
 
 
・2008年から5年間で7つの研究所から
なる現在の連邦農業研究所（ＦＡＬ）を4
つに再編。農業経済研究所は、農業工
学、有機農業、食料経済、水産、林産物
の各研究所と統合。ゲッティンゲン大
学との強い連携関係（例えば、講義、学
生指導等）が成立している。 
・フードチェインや気候変動など新しい研
究テーマも設定。全体人員2700名を
300名削減する中、食料・農業経済部
門は再編により人員増 
 
・2004年　ワーゲニンゲン大学と統合され、
ワーゲニンゲンURという新しい研究教
育機関として発足した。食料、農業開発、
畜産など他の部門を併せると6千人の
研究員を擁する。 

 
 
 
 
 
・2007年全ての政府系研究機関が12か
ら6に統合された。大学の内部組織とし
て再編。食料経済研究所は、ライフサイ
エンス学部の中に位置づけられる。予
算は政府から大学に交付されるため、農
業省からのコントロールは間接的になる。 
・研究テーマもバイオマス、食料と農業問
題など新しい分野が増加。以前、政府
の機関であった食料経済研究所が、独
立性を高める半面、大学が政策ニーズ
に近づいて両者の歩み寄りが計られた
という評価もある。 
 
・デカップリング政策の影響評価、景観を
含めた環境政策、バイオエネルギー、気
候変動、食品の安全性などの研究課題
に重点。農水省と連携・分担してEU委
員会にも代表を送っている。 
 
・2006年から作物研究所（ＡＣＷ）と畜
産研究所（ＡＬＰ）の2つの研究機関を
統合し、連邦農業庁（ＦＯＡＧ）の傘下と
なる。ＡＧＲＯＳＣＯＰＥという運営組織の
管轄下に置かれている。 
・農家経済に関するデータの収集分析も
行っている。 

 
・予算の半分近くが国から交付、残りがノ
ルウェー研究ファンド、民間資金、出版
物等からの収入。 

・アカデミックな面での独立性が強い。水
産研究部門とも統合。新しい戦略とし
て農業と水産のサプライチェーン（フー
ドシステム）を挙げている。 
 
・1978年に農林部管轄の独法に再編。
1999年から他の政府研究機関と同様、
総理府傘下の研究機関として位置づけ。 
・研究資金の80％が政府からの競争的
交付金。残りは政府外からの契約によ
る研究資金。 

研究機関（代表者）  

USDA経済研究局 
 （Kｉｔｔｙ Ｓｍｉｔｈ） 
 
Economic Research 
Service(ERS) 
 
 
 
チューネン食料・農業経済
研究所 
 （Martina Brockmeier） 
 
Food & Agricultural 
Economics in the  
 
 
 
 
 
 
農業経済研究所 
 （Jan Blom） 
 
Agricultural Economics 
Research Institute 
（ＬＥＩ） 
 
 
 
 
デンマーク食料経済 
研究所 
 
 
Institute of Food and 
Resource Economics 
(FOI) 
 
 
 
 
 
 
スウェーデン農業ボード 
（Harald Svensson） 
 
Swedish Board of 
Agricoltore 
 
農業経済・工学研究所 
（Stephan Pfefferli） 
 
Swiss Research 
Institute for Agricultural 
Economics 
&Engineering (ＡＲＴ) 
 
ノルウェー農業経済 
研究所 
 （Ivar Pettersen） 
 
Norwegian Agricultural 
Economics Institute 
 
 
韓国農村経済研究院 
（Choi Jung Sup） 
 
Korea Rural Economics 
 Institute (KREI)

世界の農業政策研究所と行政・大学との連携について 
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